
教室の中での困難を解消するための方策について
－学級経営・生徒指導・キャリア教育の観点から－
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特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議（第9回）

令 和 ４ 年 ４ 月 1 5 日

特定分野に特異な才能のある児童生徒に

対する学校における指導・支援の在り方

等に関する有識者会議 （第 9回）
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アンケート結果に見る「学校で経験した困難」
－２０２１年８～９月実施アンケート：第４回会議「資料１」より－



アンケート結果に見る「学校で経験した困難」

⚫時間の浪費感
⚫ 教科書の内容はすべて理解していたが、自分のレベルに合わせた勉強をすることはまっ
たく許されなかった。周囲に合わせろと叱られ、授業中は常に暇を持て余していた。

⚫ 中学の現国の教科書内容はタイトルと最初の一文を読めば、文章全体の内容と、設問
が予測でき、実際にその通りだった。同じく数学の授業でも、問題文をみた段階で方程式
が思い浮かび、即座に答えを導き出せた。そのまま応用問題も自分で解いた。それでも
まだ、授業は方程式の解説にも至っておらず、残りの４０分以上何をしたらよいかわから
なかった。

⚫ 授業が常に苦痛でした。発言をすると授業の雰囲気を壊してしまい、申し訳なく感じてし
まうので、わからないふりをしなければなりません。しかし、わからないふりをするのもま
た苦痛で、結局授業に中に自分を見出すことはできませんでした。

⚫才能の否定
⚫ 学習では、学校で習っていない解法をテストなどで回答すると×にされる事が嫌だった。
意味があるのかは分からないが、解き方があっているなら正解にするべきだと思う。
(2+2+2+2 を 2×4 にすると不正解にされるという事です。) 

⚫ 周りに合わせる必要があると感じてしまい、難しい単語や話題を友人に話すことができな
くなってしまった。その結果、知識を頭に入れることさえも恐怖に感じてしまうようになり、
高校受験で失敗した。高校からは入学前に全て学んでしまっていたので新しい刺激が全
くなく、学習の意欲が明らかに低下していった。



アンケート結果に見る「学校で経験した困難」

⚫「２Ｅ」の特性の理解不足・否定
⚫ いわゆる２Ｅ状態で、鉛筆を持って字を書く速度の遅さと、脳内での処理速度の速さが釣り合わず、プ
リントでの学習にストレスを感じていた。（本人）

⚫ 反復学習が大変苦手。漢字の練習（同じ字を何度も練習すること）や同じパターンの計算問題が大量
にある算数プリントが苦手。苦手と言う範疇を超え、ひどく嫌がり、叫び、ストレスから吃音の心身症状
も出る。（保護者）

⚫ ディスレクシア傾向があります。本人の中では書字がかなり苦手ですが、KABCⅡその他の検査を行っ
ても平均(100)程度～平均以上の数値がでるため学習障害の診断が下りず、公立小学校からは「他の

子より出来ている」と言われ、配慮がなかなか得られなかったです。小学高学年になりやっと漢字が苦
手なことが目に見えるようになってきたため多少の配慮が得られるようになりましたが、それまでにすっ
かり学校での学習が嫌いになってしまいました。（保護者）

⚫人間関係形成の難しさ・孤独感
⚫ 同級生との話がかみ合わず、大人と話している方が良い。あまり周りに理解をしてもらえない。友達に
変わっている子扱いされる。学校に行く時間を自分の好きなことの時間にしたい。（本人）

⚫ 兎に角話が合わない事。学校の友達と話すとき(特に低学年)、言葉を簡単にしなければ、話が通じ合
わないので常に日本語を英語に翻訳しながら喋っているような気分だった。（本人）

⚫ 精神的な発達が生活年齢よりも部分的に進んでいるため、同年齢のクラスメイトとの価値観や感じ方
の共有ができない。共感が得られず孤独。学級内の発表などで、自分らしく自分の思ったままの発言
をしたり、作文を発表したりすると、教師や同級生から驚かれてしまい、こちらも困惑する。作文や発言
をすることが嫌になってしまう。周りと同化するために知らないふりをしたり、特異な能力を伸ばして良
いのか、無くした方が良いのか分からず混乱する。自分が特別な子供のような気がしてしまって勘違い
しやすくなってしまう。勉強しなくても良い成績とれてしまうので、努力のきっかけを逸しやすい。（本人）



松村暢隆委員による「有識者会議アンケート結果分析」抜粋（第４回会議資料より）



「特定分野に特異な才能」そのものへの
支援・指導の充実の萌芽は見えている



第２回会議

第４回会議

福本委員資料

中島委員資料

奈須教授資料



第６回会議

第７回会議

大谷校長資料
（天童市立天童中部小学校）

ご記憶に新しい
前回会議分は
割愛します。蓮浦センター長資料

（広島県教育委員会）



https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01317.html



⚫ 公立の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期課程）及
び特別支援学校（小学部・中学部）の端末の整備状況（2021年3月末
時点）
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文部科学省初等中等教育局（2021）「GIGAスクール構想の実現に向けたICT環境整
備(端末)の進捗状況について（確定値）令和３年５月」

ICT環境整備（端末）の進捗状況

文部科学省（2019）「平成30年度学校

における教育の情報化の実態等に関
する調査結果（概要）令和元年12月」



これまで十分議論されてこなかったのは…



現在

将来

これまで十分議論されてこなかったのは…



日常の教室の中でできること、すべきこと
－学習指導要領総則を改めて読む－



学習指導要領総則を改めて読む
（中学校学習指導要領を事例として）



学習指導要領総則を改めて読む
（中学校学習指導要領を事例として）



学習指導要領総則を改めて読む
（中学校学習指導要領を事例として）





キーワードとしての
ガイダンス・カウンセリング・ポートフォリオ



「学級経営の要」「キャリア教育の要」とし
ての学級活動・ホームルーム活動

学習の個別化、学習集団の多様化

義務教育段階における
1人1台端末の整備状況
（2022年度末見込み）

生活集団としての
学級、ホームルームの重要性

社会
参画

自己実現

人間関
係形成



「学級経営の要」「キャリア教育の要」としての
学級活動・ホームルーム活動

国立教育政策研究所教育課程研
究センター（2014）「学級・学校文

化を創る特別活動（中学校編）」
（教員向けパンフレット）



⚫ 小学校（総則 第４ 児童の発達の支援 １ 児童の発達を支える指導の充実）

(3) 児童が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しなが
ら、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力
を身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ各
教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。

⚫ 中学校・高等学校
（中学校：総則 第４ 生徒の発達の支援 １ 生徒の発達を支える指導の充実）
（高等学校：総則 第５款 生徒の発達の支援 １ 生徒の発達を支える指導の充実）

(3) 生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しなが
ら、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力
を身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ各
教科等（中）／各教科・科目等（高）の特質に応じて、キャリ
ア教育の充実を図ること。その中で、生徒が自らの生き方
（中）／生徒が自己の在り方生き方（高）を考え主体的に進路
を選択することができるよう、学校の教育活動全体を通じ、組
織的かつ計画的な進路指導を行うこと。

新学習指導要領が示すキャリア教育実践の在り方



⚫学級活動・ホームルーム活動（小・中・高共通）
（1）学級・ホームルームや学校における生活づくりへの参画

（2）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

（3）一人一人のキャリア形成と自己実現

⚫ 内容の取扱い

(3)の指導に当たっては、学校、家庭及び地域における学
習や生活の見通しを立て、学んだことを振り返りながら、
新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を
考えたりする活動を行うこと。その際、児童/生徒が活動
を記録し蓄積する教材等（＝「キャリア・パスポート」）を活用
すること。

新学習指導要領が示すキャリア教育実践の在り方



平成31（2019）年3月29日 文部科学省発出文書より



「キャリア・パスポート」とは

⚫ 小学校から高等学校を通じて、児童生徒にとっては、自らの学習状況や
キャリア形成を見通りしたり、振り返ったりして、自己評価を行うとと
もに、主体的に学びに向かう力を育み、自己実現につなぐもの。

⚫ 教師にとっては、その記述をもとに対話的にかかわることによって、児
童生徒の成長を促し、系統的な指導に資するもの。

「キャリア・パスポート」とは、児童生徒が、小学校から高等学校
までのキャリア教育に関わる諸活動について、特別活動の学級活動及
びホームルーム活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状
況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や
成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのことである。

なお、その記述や自己評価の指導にあたっては、教師が対話的に関
わり、児童生徒一人一人の目標修正などの改善を支援し、個性を伸ば
す指導へとつなげながら、学校、家庭及び地域における学びを自己の
キャリア形成に生かそうとする態度を養うよう努めなければならない。

「キャリア・パスポート」で学びをつなぐ



とりわけ大切なのは 教師からのコメント・言葉がけ

⚫ サビカス（M.L. Savickas）

✓ キャリアとは、過去から現在の経験に対する意味づけを踏まえて、今
後の人生に自分らしい意味を見出しながら作り上げるもの。

• 一人一人のキャリアを構成するのは、たくさんの「小さなストーリー（マイクロナラ
ティブ）」。人は「小さなストーリー」を振り返り、他者との相互作用の中で意味づ
けし、それらを再構築して「大きなストーリー（マクロナラティブ）」にする（＝
キャリアを作り上げる）

• 「小さなストーリー」を「大きなストーリー」に統合する際に、その底流となるパ
ターンを「キャリアテーマ（ライフテーマ）」という。その人にとっての「重要なこ
と」そのもの。

⚫ コクラン（L. Cochran）

✓ 人は経験する様々な出来事を時間軸に沿ったストーリー（物語）とし
て捉えており、その物語には、自らの価値観、物事の捉え方、将来展
望などが反映されていると見なす。人は、自らの過去を綴るたびに経
験を捉え直し、再構成する。支援者（＝日本の学校では先生方）はそ
れを踏まえ、今後がその人にとっての「より良い物語」となるよう適
切なアドバイスを提供する存在。

「キャリア・パスポート」で学びをつなぐ



まとめにかえて



まとめにかえて

⚫「特定分野に特異な才能」そのものへの支援・指導の充実の
萌芽は見えている
⚫学習の個別化・学習集団の多様化

• ギガスクール構想：ICT環境整備（端末）の進捗

• 第2回会議：奈須教授資料、第4回会議：福本委員資料・中島委員資料、第6回会議：事務局資料、第7

回会議：大谷校長資料・蓮浦不登校支援センター長資料、第8回会議：隅田教授資料・事務局資料

⚫生活集団としての学級、ホームルームの重要性を再認識す
べき
⚫同年齢の児童生徒で構成される学級、実態として大多数がほぼ同年齢の生徒
で構成されるホームルーム。

⚫類似の発達課題に直面する児童生徒による集団活動の重要性。

⚫喫緊の課題としての教員研修
⚫マイノリティーの児童生徒の理解に不可欠な知識の獲得

• 学級活動・ホームルーム活動、学級経営、生徒指導、キャリア教育の実践主体としての担任教員

• 特定分野に特異な才能のある児童生徒のみならず、外国にルーツを持つ児童生徒など、多様な
児童生徒を包含する研修を

• 基盤となる知識は、学内外のリソースとの連携協力のためにも必須



ご静聴ありがとうございました。


